
ベンチャーたちの時代
―兵庫がはくくんだ進取の精神―

戦後闇市としてにぎわった通称「モトコー」で創業間もない
時代を振り返るアシックスの鬼塚喜八郎（故人・中央）とノー
リツの太田敏郎（左）、田崎真珠の田崎俊作（故人）の各氏
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フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

　
「
こ
の
靴
は
新
た
な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（
基
準
）
に
な

る
」。
２
０
１
５
年
11
月
、
東
京
都
内
で
あ
っ
た
ア

シ
ッ
ク
ス
（
神
戸
市
中
央
区
）
の
次
世
代
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
発
表
会
。
報
道
陣
を
前
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
部
長
の
Ｐ
・
マ
イ
ル
ズ

（
41
）
が
力
説
し
た
。

　

創
業
者
鬼
塚
喜
八
郎
（
故
人
）
の
起
こ
し
た
神
戸
企

業
は
今
、
世
界
を
う
か
が
う
。
ナ
イ
キ
、
ア
デ
ィ
ダ
ス

に
は
及
ば
な
い
が
、
業
界
３
位
の
プ
ー
マ
に
追
い
つ
く

勢
い
だ
。
会
場
に
は
陸
上
男
子
の
桐
生
祥
秀
（
19
）
＝

東
洋
大
＝
の
姿
も
あ
っ
た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
飛
躍
の
機
と
み
て
、
東
京
で
着
々
と
布
石
を

打
つ
。

　

社
長
の
尾
山
基
（
65
）
は
言
う
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
動
し
て
い
る
が
、
東
京
は（
衣
食
住
の
）フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
情
報
量
が
多
く
、
圧
倒
的
に
有
利
だ
」

　

戦
後
、
兵
庫
の
気
鋭
の
経
営
者
ら
は
多
彩
な
生
活
文

化
産
業
を
生
み
出
し
て
き
た
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
は

第
１
世
代
か
ら
第
２
世
代
へ
移
り
つ
つ
あ
る
。
先
頭
を

行
く
一
人
が
尾
山
だ
。
創
業
者
鬼
塚
の
女
婿
。
日
商
岩

井
（
現
・
双
日
）
を
経
て
、
１
９
８
２
年
に
入
社
以
来
、

義
父
か
ら
学
ん
だ
「
起
業
家
精
神
」
は
し
っ
か
り
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　

東
京
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
県
）
が

全
国
各
地
か
ら
人
や
企
業
、
金
、
情
報
を
吸
い
寄
せ
、

捉
え
て
離
さ
な
い
。
人
口
で
約
３
割
を
占
め
る
地
域
が

主
要
指
標
で
高
い
シ
ェ
ア
を
握
る
＝
メ
モ
。

　

食
品
、
洋
菓
子
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

兵
庫
企
業
は
巨
大
市
場
を
に
ら
む
。

　

首
都
圏
の
百
貨
店
の
デ
パ
地
下
を
歩
け
ば
、「
Ｓ
Ｏ

Ｚ
Ａ
Ｉ
（
そ
う
ざ
い
）」「
Ｒ
Ｆ
１
」
の
ロ
ゴ
が
あ
る
店

に
行
き
当
た
る
。
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
展
開
す
る

総
菜
店
だ
。
創
業
し
た
の
は
現
会
長
の
岩
田
弘
三

（
75
）。
岩
田
は
総
菜
を
通
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
発

信
を
狙
う
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
身
を
起
こ

し
、
高
級
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
や
「
神
戸
コ
ロ
ッ
ケ
」
で

飛
躍
し
た
。
健
康
志
向
の
総
菜
が
当
た
り
、
デ
パ
地
下

な
ど
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
顔
と
な
っ
た
。
年
商
４
９
０
億

円
、
従
業
員
１
５
０
０
人
の
東
証
１
部
上
場
企
業
だ
。

　

時
代
に
挑
み
、
閉
塞
状
況
を
打
ち
破
り
、
新
し
い
価
値
観
を
生
み
出
す
―
。
兵
庫
に
は
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
の
伝
統
が
あ
る
。
戦
前
の
大
商
社
、
鈴
木
商
店
が
世
界
に
雄
飛
し
、
戦
後
は
ダ
イ
エ
ー
が
流
通
革
命

を
巻
き
起
こ
し
た
。
そ
の
後
も
ア
シ
ッ
ク
ス
、
ノ
ー
リ
ツ
、
ワ
ー
ル
ド
、
田
崎
真
珠
、
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー

ル
ド
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、
ト
リ
ド
ー
ル
な
ど
が
次
々
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
て
き
た
。「
地
縁

血
縁
の
し
が
ら
み
が
な
く
、
新
し
く
来
た
人
た
ち
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
街
の
性
格
を
形
成
し
た
。
最
も

原
始
的
な
形
で
資
本
主
義
が
生
ま
れ
た
所
。
だ
か
ら
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
輩
出
で
き
た
」。
作
家
城

山
三
郎
の
分
析
だ
。
巨
大
都
市
東
京
は
今
、
全
国
各
地
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
飲
み
込
み
、
膨
張
し

続
け
て
い
る
。
目
を
凝
ら
す
と
あ
ち
こ
ち
に
兵
庫
企
業
の
進
取
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
見
え
て
く
る
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長
兼
論
説
委
員
・
加
藤
正
文
）

創業時のブランド「オニツカ
タイガー」の復刻など、ブラ
ンドを世界で展開するアシッ
クス社長の尾山基氏

試作品をつくる厨房で総菜を
前に語るロック・フィールド
会長の岩田弘三氏
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広
が
る
洋
菓
子
文
化

　

洋
菓
子
の
進
出
も
目
覚
ま
し
い
。
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
、
ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
、
モ
ロ
ゾ
フ
…
。

神
戸
・
阪
神
間
の
風
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
洋
菓
子
文
化

は
東
京
を
は
じ
め
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
を
展
開
す
る
シ
ュ

ゼ
ッ
ト
（
西
宮
市
）
は
２
０
１
５
年
、
結
婚
式
場
な
ど

受
付
に
飾
る
観
賞
用
の
「
ウ
エ
ル
カ
ム
ケ
ー
キ
」
を
発

売
。
東
京
・
銀
座
の
旗
艦
店
で
お
披
露
目
し
た
。
創
業

者
は
蟻
田
尚
邦
（
故
人
）。
１
９
６
９
年
、
芦
屋
に
ア

ン
リ
を
開
業
し
、
国
内
有
数
の
洋
菓
子
ブ
ラ
ン
ド
に
育

て
た
。
生
前
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
常
に
考
え
て
い
た
。

信
用
の
象
徴
で
あ
り
、
富
の
源
泉
。
店
舗
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
味
…
。「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク（
本
物
）と
は
何
か
」

と
問
い
直
し
た
。「
エ
ル
メ
ス
や
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
な

ど
時
を
経
て
も
生
き
延
び
て
い
る
の
は
、
も
の
づ
く
り

技
術
の
あ
る
企
業
だ
」。
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
た
丁
寧

な
も
の
づ
く
り
。
そ
こ
に
未
来
を
見
い
だ
し
た
。

本社機能の一部移転を発表するトリドール社長の粟田貴也氏（中央）

　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
は
沖
縄
・
石
垣
島
出
身
の
比ひ

屋や

根ね

毅
（
78
）=

現
会
長=

が
創
業
。
15
歳
で
島
を
出
て
、

大
阪
、
尼
崎
の
洋
菓
子
店
で
働
い
た
。「
超
一
流
の
技

術
者
に
な
る
」。
名
人
を
訪
ね
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
、
作
品
を
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
し
た
。
１
９
６
６
年

に
尼
崎
・
立
花
で
店
を
開
い
て
か
ら
も
、
技
術
者
た
ち

に
「
職
人
魂
」
を
説
き
続
け
た
。

　

西
宮
の
ツ
マ
ガ
リ
、
大
阪
・
豊
中
の
ム
ッ
シ
ュ
マ
キ

ノ
、
尼
崎
の
シ
ョ
ウ
タ
ニ
、
川
西
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ナ

カ
タ
…
。
い
ず
れ
も
比
屋
根
が
育
て
た
職
人
た
ち
が
独

立
し
た
。
み
な
若
き
日
に
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
に
入
り
、

菓
子
作
り
の
基
礎
か
ら
人
生
哲
学
ま
で
、
厳
し
く
た
た

き
込
ま
れ
た
。

東
京
か
ら
世
界
へ

　

セ
ル
フ
式
う
ど
ん
チ
ェ
ー
ン
「
丸
亀
製
麺
」
な
ど
を

展
開
す
る
ト
リ
ド
ー
ル
（
神
戸
市
中
央
区
）
は

２
０
１
５
年
９
月
、
東
京
本
部
を
設
け
た
。
今
後
５
年

で
首
都
圏
に
３
０
０
店
を
出
す
。
１
９
８
５
年
、
加
古

アンリ・シャルパンティエの創業者・蟻田尚邦氏（故人、2007年）

結婚式を演出する観賞用「ウエルカムケーキ」＝東京・銀座、「銀
座メゾン　アンリ・シャルパンティエ」

エーデルワイスの比屋根毅（中央）を囲んで話すツマガリの津
曲孝（左）、ムッシュマキノの牧野真一の各氏
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川
市
で
創
業
し
、
２
０
０
６
年
に
上
場
し
た
。
社
長
の

粟
田
貴
也
（
54
）
が
丸
亀
製
麺
に
次
ぐ
世
界
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
の
が
、
欧
米
で
ア
ジ
ア
料
理
を
提
供
す
る

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
だ
。
海
外
展
開
を
加
速
さ
せ
る
た

め
今
後
３
年
間
で
10
億
円
を
投
じ
、
企
業
の
合
併
・
買

収
（
Ｍ
＆
Ａ
）
に
も
取
り
組
む
。
粟
田
は
「
東
京
か
ら

外
食
企
業
世
界
ト
ッ
プ
10
入
り
を
目
指
す
」
と
力
を
込

め
た
。

原
点
の
系
譜

　

戦
後
の
兵
庫
・
神
戸
は
数
々
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者

を
生
ん
だ
。
ダ
イ
エ
ー
創
業
者
中
内
功
（
故
人
）、
そ

し
て
ア
シ
ッ
ク
ス
の
鬼
塚
喜
八
郎
（
故
人
）、
ノ
ー
リ

ツ
の
太
田
敏
郎（
88
）、
田
崎
真
珠（
現
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
）

の
田
崎
俊
作
（
故
人
）
ら
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

２
０
０
７
年
、
鬼
塚
、
太
田
、
田
崎
に
元
町
の
高
架

下
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。「
懐
か
し
い
」。
３
人
の
目

に
映
っ
た
の
は
、
庶
民
の
熱
気
が
渦
巻
い
た
戦
後
の
闇

市
の
残
像
だ
っ
た
。

　

太
田
と
田
崎
は
、
広
島
・
江
田
島
に
あ
っ
た
海
軍
兵

学
校
出
身
だ
。
一
方
、
陸
軍
士
官
だ
っ
た
鬼
塚
も
復
員

後
、
神
戸
に
来
た
。
取
材
時
、
80
歳
前
後
と
は
思
え
な

い
歩
調
で
歩
く
経
営
者
ら
の
姿
か
ら
、
若
き
日
、
高
架

下
で
走
り
回
っ
た
様
子
が
浮
か
ん
だ
。
半
世
紀
の
歳
月

は
街
の
た
た
ず
ま
い
を
変
え
た
。
鬼
塚
、
田
崎
は
こ
の

世
を
去
っ
た
。
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
次
の
世
代
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

　

中
で
も
ダ
イ
エ
ー
を
起
こ
し
た
中
内
の
人
生
は
ひ
と

き
わ
鮮
烈
だ
。
灼
熱
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
か
ら
生
還
し

た
中
内
は
、
神
戸
の
闇
市
で
商
売
を
覚
え
、
高
架
下
で

薬
局
を
開
い
た
。
１
９
５
７
年
に
大
阪
・
千
林
で
「
主

婦
の
店
ダ
イ
エ
ー
」
１
号
店
を
開
業
。
圧
倒
的
な
エ
ネ

戦後の神戸から「流通革命」を
起こしたダイエーの中内功氏
（故人、1995年）

ル
ギ
ー
で
流
通
革
命
を
巻
き
起
こ
し
、
巨
大
流
通
帝
国

を
築
き
上
げ
た
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
経
済
の
低
落
で
拡

大
路
線
が
重
荷
と
な
り
、
経
営
が
次
第
に
悪
化
。

２
０
０
４
年
10
月
、
巨
額
の
負
債
を
抱
え
た
ダ
イ
エ
ー

は
、
産
業
再
生
機
構
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
決
め

た
。
翌
年
８
月
末
、
中
内
は
神
戸
で
倒
れ
、
９
月
に
世

を
去
っ
た
。
奇
し
く
も
戦
後
60
年
の
年
だ
っ
た
。

　

焼
け
跡
の
神
戸
で
生
ま
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
星
た

ち
。
若
者
た
ち
は
失
敗
を
恐
れ
ず
名
も
な
き
道
を
切
り

開
い
て
き
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
用

品
、
風
呂
、
真
珠
、
洋
服
、
食
品
…
。
若
者
た
ち
が
夢

を
か
け
て
追
求
し
た
も
の
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に
密
着

し
た
「
生
活
文
化
産
業
」
に
結
実
し
た
。
21
世
紀
の
兵

庫
・
神
戸
か
ら
、
ど
ん
な
経
営
者
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ

う
。（
敬
称
略
）

（
引
用
・
参
考
文
献
）

　

神
戸
新
聞
連
載
「
一
極
集
中　

光
と
影　

東
京　

兵
庫
」

２
０
１
５
年
12
月

　

神
戸
新
聞
連
載
「
兵
庫
人　

第
１
部　

経
営
者
列
伝
」

２
０
０
７
年
04
月

ベンチャーたちの時代
―兵庫がはくくんだ進取の精神―

メモ
進む一極集中
「地方創生」の掛け声をよそに、東京が一
人勝ちの様相を呈している。2014年の人
口移動報告によると、東京圏は19年連続
で転入者が転出者を上回る「転入超過」と
なり、その数約11万人。名古屋圏（岐阜、
愛知、三重）と大阪圏（京都、大阪、兵庫、
奈良）は2年連続で転出超過。兵庫も約7
千人の転出超過で全国で3番目に多い。

⇔
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